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Paleoceanography of the northwestern North Pacific in response to
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アルケノン含有量と浮遊性有孔虫の酸素同位体比から､融氷期である15.6- ll.2 kyr BP (暦年代1000年)
の間はYounger DⅣas寒冷期を除き円石藻の生産が活発化していたことが明らかになった｡特に､約15.6
kyr BPの6180急減のシグナルは低塩分の水の流入を示していることが示された｡この時期は親潮が日本
海へ流入を開始した時期と一致しており､海水準の上昇に伴って､より低塩分･高栄養塩の親潮水塊の水
が流れ込んで来た事がきっかけとなり､表層の生物生産が高くなったことが示された｡
本研究で得られたコアには､ YDを除いた融氷期に顕著なラミナ構造が形成されていた｡底棲有孔虫の
安定同位体比から､融氷期には､北西太平洋中層に栄養塩の豊富な水が流れ込むとともに､強いOMZが
北太平洋中層に存在していたことが明らかになった｡
以上のように､石崎経の博士論文は､北西太平洋と北部北大西洋との環境が大気の伝搬機構の変化に大
きく影響を受けて変動してきたこと､最終融氷期のラミナ形成をもたらした表層･中層環境変化のプロセ
スを明らかにしたことは非常に有意義である｡この成果は､環境変動に関する研究を国際的にも十分発展
させたと考えられ､自立して研究活動を実施するに値する高度の知識と研究能力を有していることを証明
している｡したがって､石崎維提出の博士論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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